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第６回静岡県栄養士大会 学術研究会

【発表者タイムスケジュール】 発表５分、質疑応答２分

【本大会に展示出展いただきました賛助会員】

味の素㈱、伊那食品工業㈱、大島食品工業㈱、㈱大塚製薬工場、

キッセイ薬品工業㈱、㈱コーゲツ、信濃化学工業㈱、タニコー㈱、

テルモ㈱、ニュートリー㈱、林兼産業㈱、㈱フード・デリ

（五十音順）

本大会にご協力をいただき、心より御礼申し上げます。

時間 番号 演題 発表者 所属

13:40 1 当院の拒食・偏食児への対策 -食べないに対応する- 小林あゆみ 医療

13:47 2
「認定栄養ケア・ステーションくるみ」の開設と活動

報告
中野恭子 地域活動

13:54 3
メイプル薬局認定栄養ケア・ステーションの活動と調

剤薬局としての取り組み
佐野文美 医療

14:01 4 おいしいとは何か？４ 田森稔浩 福祉

14:08 5 胃癌術後患者に対する外来栄養指導について 松下亜沙実 医療

14:15 6 学校給食には、牛乳とお茶、どっちがBEST？ 天野利紗 学校

14:22 7 産前産後の食管理に関する他職種との取り組み 前田節子 研究教育

14:29 8 精神科訪問看護と栄養指導の連携について 高木圭子 医療

14:36 9
薬局管理栄養士による栄養サポート事例

-糖尿病薬に頼らないための食事・生活習慣-
佐藤文佳 医療

14:43 10
自転車競技選手の栄養サポート

～アワーレコード挑戦に向けて～
河村美樹 地域活動

14:50 11
運動選手の運動直後の補食摂取が身体組成等に与える

影響について
小山ゆう 研究教育

14:57 12
野菜充足度調査と野菜をたっぷり食べるイベントの

開催
勝又久美 勤労者支援

15:04 13 高齢者の低栄養予防に向けた食支援の取組 仲田早織 公衆衛生



2

第６回静岡県栄養士大会 学術研究会・交流会

【スケジュール】

13:00 受付開始

・会場参加者は、受付を済ませた後に間隔をあけて着席してください。

・zoom 参加者は、入室後チャット機能の部分に会員番号と名前を記入してください。

（チャット機能の入力より、出席状況を確認します。）

13:30～ 開会の挨拶

13:40～ 演者発表（5分/1 人）

・発表者は、5分を目安に発表をお願いします。その後、質疑応答を 2分設けます。

・zoom 参加者が質問する際は、カメラ機能とマイクを ON にし発言してください。

・zoom 参加者は、発表終了後「反応」のボタンより、拍手や Good のリアクションを

お願いします。

15:10～ 賛助会員より情報提供

・賛助会員より、商品等の案内を行います。

（味の素㈱、㈱大塚製薬工場、㈱コーゲツ、信濃化学工業㈱、タニコー㈱、㈱フードデリ）

15:25 閉会の挨拶

・閉会後 Google フォームより、アンケートおよびレポートの記入をお願いします。
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『当院の拒食・偏食児への対策－食べないに対応する－』

○小林あゆみ 土屋彩菜 中村加奈 八木佳子 鈴木恭子

静岡県栄養士会医療事業部 静岡県立こども病院 栄養管理室

【はじめに】成長発達期の小児において、拒食、偏食は問題となるが、単なる好き嫌いだけでな

く、自閉症などの発達障害や、無理に食事を勧めた結果の拒食など、食事摂取に大きく影響する

ケースも多い。当院の食べないこどもへの介入方法について報告する。

【症例 1】心房中隔欠損、ダウン症。9か月時に離乳食を開始するが、1歳 5 か月時、入院を機

に拒食となり、ミルク以外受け付けず、食事を中止。ミルクの濃度調整で必要量を確保した。ク

ーリング期間中は、食具や水での遊びを継続。2歳 4か月時、スプーンでの水分摂取が可能とな

った。その後、集団生活の中で徐々に拒否が軽減、食事摂取量が増加した。

【症例 2】1831g で出生した低出生体重児。1歳過ぎに、遊び食べが出始め、母が強制的に食べ

させようとしたのを機に、摂食の拒否が出現。無理強いをせず、手づかみ食べを勧め、食事時間

を短縮することで、集中して食べられるようになった。

【結語】こどもによっては、食事中の自己意思に反する行為や不快な経験は、拒食や偏食を助長

する。管理栄養士として、児の特性を理解し、経口摂取が可能となるよう、解決方法を家族と共

に考え、援助していく必要がある。

『「認定栄養ケア・ステーションくるみ」の開設と活動報告』

○中野恭子 1,2

1株式会社食の学び舎くるみ、2地域活動事業部

【背景・目的】食の情報発信のための飲食店と位置付けて 2011 年、藤枝市で健康食堂「くるみ

キッチン」を開業した。認定栄養ケア・ステーションの開設の目的は、地域の方々がもっと気軽

に食事相談ができる店にすることである。

【方法】スポーツ選手や地域の方が食事相談をしやすくするために、食育やスポーツ栄養指導、

料理教室の企画運営など多くの実績を HP で公開した。健康診断の結果や、所有する体組成測定

器やヘモグロビン値の簡易測定器でのヘルスデータなどをもとに栄養指導を行い、必要に応じて

食事提供を伴った実践的な方法をとった。対面のみならず、オンラインでも対応できるように設

備を整えた。

【結果】コロナ禍で多くのキャンセルが相次いだが、静岡県内外のプロスポーツチームや、アマ

チュアチームや個人選手への栄養指導、健康経営に関連する栄養セミナーの実施数は前年比

150％増、行政、教育機関からの食育セミナーは 100％を維持できた。

【結語】令和 3年度に向け、オンラインでも個別栄養相談を実施できるように相談料のオンライ

ン決済方法を確立し本格的に実施する。開かれた「食の保健室」の存在を周知し、引き続き地域

の健康課題の解決に貢献したい。
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『メイプル薬局認定栄養ケア・ステーションの活動と調剤薬局としての取り組み』

○佐野文美 1,2

1静岡県栄養士会医療事業部、2有限会社メイプル メイプル薬局認定栄養ケア・ステーション

【背景・目的】静岡県東部に 25 店舗を展開する調剤薬局が、地域住民の健康づくりをサポート

する目的のため、認定栄養ケア・ステーションを設立したので報告する。

【方法】地域とのコミュニケーションが医療サービスを提供する上で大切と考え、地域包括ケア

の一環として管理栄養士の存在を周知し、健康サポートとして出来ることは何かと考え、認定取

得に動いた。

【結果】令和 2年 9月 1日付で認定を取得した。その後、地域への周知として弊社ブログ、新聞、

チラシなどで認定栄養ケア・ステーションをアピールしている。

【結語】発足したばかりであり、さらに新型コロナウイルスの影響で地域活動が難しくなってい

るが、地域から必要とされる活動が出来るようにしたい。

『おいしいとは何か？4』

○田森稔浩

1静岡県栄養士会福祉事業部、 デイサービス福助

【背景・目的】『おいしい』とは何か？を 3年に渡り考察してきましたが、未だ答えには辿

りつかず。そもそも『おいしい』という言葉は、形容詞であり抽象的なものである。『おい

しい』を考えることは、哲学的でもある。しかし、『おいしい』は現実でもある。今回は、

『ガストロフィジクス』というキーワードで『おいしい』を追求してみました。

【方法】書籍と実体験のまとめ

【成果】『おいしい』を言語で伝えることが出来るようになる

【考察】『おいしい』を多角的に見ることが出来れば認知症の方の食行動の理解が深まると考え

ます。今後、ガストロフィジクスを取り入れたレストラン・病院給食・施設給食などが出来てく

ることも予想される。
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『胃癌術後患者に対する外来栄養指導について』

○松下亜沙実(医療事業部)1、渡邉昌也 2、柴崎知加 1、西谷江梨子 1、田辺沙彩 1、岡村朋子 1、

野嵜彩 1、青島早栄子 1、高橋玲子 1

1静岡県立総合病院 栄養管理室、2消化器外科

【背景】胃癌術後は食事摂取量の減少、食事摂取に伴う症状等から低栄養状態に陥りやすく、当

院では 2017 年 5 月から外来において個別栄養指導を開始している。今回、外来栄養指導の紹介

と指導効果について報告する。

【方法】2017 年 5 月から 2018 年 6 月まで当院消化器外科にて胃癌術後、外来栄養指導を継続し

た 42 名(男性 31 名、女性 11 名、年齢 68±9 歳)を対象とした。調査項目は術式、身体計測値、

血液生化学指標、術後症状の有無、食生活における問診、PS(Performance Status)とした。

【結果】術前に対する体重減少率は、初回外来時-7.5±3.1%→3 ヶ月後-10.3±4.6%→半年後-9.6

±5.9%であった。術後半年におけるダンピング症候群は、早期 16.7%、後期は 9.5%、食事に対す

る不安感がある群は、ない群に比して術前に対する体重減少率が大きい傾向がみられた。

【結語】外来栄養指導導入後、患者が退院後に抱える術後症状や食事に関する不安に介入するこ

とができた。今後も外来栄養指導を継続し、体重減少防止と栄養状態の改善に向けた栄養指導方

法を構築していきたい。

『学校給食には、牛乳とお茶、どっちが BEST？』

○天野利紗

学校健康教育事業部、静岡市立蒲原東小学校

【背景】「小中学校の児童生徒の静岡茶の愛飲の促進に関する条例」により、県内の小中学校で

は児童生徒が静岡茶に親しむ機会を設けている。静岡市では、学校給食で牛乳の代わりにお茶を

提供する日を年間５回設けた。そこで６年児童数人からの「毎日お茶がいい」という要望を受け、

学校給食には牛乳とお茶のどちらが良いかを考える活動を通して、自分に必要な栄養素の摂り方

について考えることのできる児童の育成を目的として授業を行った。

【方法】対象は６年児童３４名。学校給食には牛乳とお茶、どちらが良いかについて、インター

ネットや本による調べ学習及び討論会を、担任と栄養教諭のティームティーチングにより行った。

【結果】授業前は、牛乳１３名・お茶２１名で、お茶を飲みたい児童が多かった。授業後には、

意見はほとんど変わらなかったものの、妥協案や中立案を提案する児童が増えた。

【考察】児童の思いから授業を計画し、児童自らが調べて意見をもつ学習は、自分事として考え

ることのできる有効な手立てだった。児童が生涯にわたる食の自己管理能力を身につけるために、

疑問に思ったことを自分の力で解決する方法を学ぶことができる有効な手立てを今後検証して

いきたい。
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『産前産後の食管理に関する他職種との取り組み』

○前田節子 1,2、橋本奈美 2、安藤理都子 2、カーコスキー・朱美 2

1静岡県立農業環境専門職大、2医）社団安津会

【背景・目的】多様な社会構造の中で子育てをする世代への、切れ目のない支援が求められてい

る。本試験では食管理に注目し、管理栄養士を含む複数の職種や団体が連携して取り組む現状と

効果および課題について、助産院における事例から考察する。

【方法】助産院が企画・運営している、「産前お試し食事会」、「産後ママの会」、「お食い初め」、

「芋くらべ」の参加者、それに関わった管理栄養士、助産師、看護師および他団体を対象者とし

た。対象者への聞き取り調査およびアンケートを分析した。調査期間は、2015〜2019 年とした。

【結果】調査から、食をテーマとした産前・産後サポート事業に管理栄養士、看護師、助産師の

資格を有するスタッフが全て関わることで、家族を含めた対象者の出産・分娩・育児に関する正

しい情報の提供と不安の軽減につながった。医療職以外との連携により、従来の視点とは異なる

食育の場を提供することができた。

【考察】産前産後の「食管理」は、切れ目のない支援を行う上で重要であることが示唆された。

また、周辺の職域の看護師・助産師との連携を深め、医療職以外との情報交換や共同企画も新た

な効果を生む可能性があると考えられた。今後は、どのように他職種と連携を深めていくか、仕

組みづくりが課題である。

『精神科訪問看護と栄養指導の連携について』

○高木圭子 1.2、石川知美 2、石原美咲 2

1静岡県栄養士会医療事業部、2静岡県立こころの医療センター栄養管理室

【目的】精神科は入院の長期化や再入院率が高く、地域移行への支援が盛んに行われている。訪

問看護もその一環であり、「社会資源を有効に活用して、利用者が地域でその人らしい生活がで

きること」を目的として支援活動を行っている。今回、栄養指導や食事相談を行っている患者の

約 3割が訪問看護を利用している実態が明らかとなり、食事療法を実践する困難さを感じた。

【方法】栄養指導患者について、訪問看護師と情報共有を図り、生活環境や必要としている支援

を探りながら介入したのでその一例を報告する。

【結果】症例は精神科受診歴 7年の女性。入院治療後、救護施設へ退院し、単身アパート生活に

移行するため訪問看護による支援が開始された。単身生活 6か月頃、BMI40.8kg/m2 にて高度肥

満症食の栄養指導を開始した。当初は口頭で状況を報告したが、電子カルテの報告機能を使い、

双方向にカルテ記載を通知し閲覧の確認をとることを併用した。

【結語】訪問看護の支援内で可能な食事のサポートを依頼し、食事記録に現れない食生活の実態

を把握できたことで効果が得られたため、症例数を増やし訪問栄養指導の導入を検討していきた

い。
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『薬局管理栄養士による栄養サポート事例 -糖尿病薬に頼らないための食事・生活習慣』

○佐藤文佳、石田美樹、眞田里紗、望月利衣子

東海道薬局

【背景・目的】当薬局では健康サポート薬局として患者と関わる中で、薬剤師と管理栄養士が疾

病の重症化予防・改善に繋がるよう活動している。今回は疾病のうち、特に食事の影響を受けや

すい 2型糖尿病について重点的に栄養サポートした事例を報告する。

【方法】高血圧と脂質異常症の服薬治療中で糖尿病の薬物治療導入前の段階の患者を対象とし、

糖尿病栄養食事指導マニュアルを活用し 5か月間栄養指導した。初回問診票より患者の問題点を

抽出し指導リーフレット等を使用してアドバイスを行った。LINE にて 3 日間の食事の内容・写

真を毎月送ってもらい摂取エネルギーを計算、評価し、来局した際に食事指導を実施すると同時

に初回から検査値を経過観察して変化を見た。

【結果】体重 7.6kg 減少、空腹時血糖 5㎎/dl 減少、HbA1c0.5 ポイント減少し、摂取エネルギー

量の適正化、食習慣や意識の改善がみられた。

【考察】来局時の栄養・生活習慣指導にて、検査値が改善し糖尿病の薬物療法導入を防止できた。

薬を飲まないことで経済的負担なく患者の健康を維持・改善した。患者も食事記録をしながら現

状を客観的に把握し食事に対する問題点を理解した上で、管理栄養士の介入により適切な食行動

へ繋がったと考えられる。

『自転車競技選手の栄養サポート～アワーレコード挑戦に向けて～』

○河村 美樹 1,2,3

1静岡県栄養士会地域活動事業部、2HPCJC、3静岡産業大学

【背景・目的】筆者が所属する HPCJC にて選手が昨年「アワーレコード」に挑戦し、そのうちス

ポーツ栄養士が行なったサポートについて報告する。アワーレコードとは「単独で 1時間の間に

どれだけバンク（トラック）を周回出来たのか」を競う種目で、世界各国で行なわれている。

【方法】対象は自転車競技男子選手 1名（22 歳）。本番である 11 月の前に 10 月にシミュレーシ

ョンとして 30 分間走行の計測を行なった。その際の栄養ならびに水分摂取、体温計測（耳・ピ

ル型）・体重計測、会場の温湿度計測結果から本番挑戦に向けて戦略を練った。本番は戦略通り

の方法で栄養摂取や体温調節を行なった。

【成果】初の日本記録として 52.468 ㎞を樹立した。これは JCF（日本自転車競技連盟）の記録

となり、UCI（国際自転車競技連合）発表のランキングでは 5位相当となった。

【考察】記録樹立のために今回は「1、体温が上がりすぎない方法」「2、エネルギー切れを起こ

さない方法」「3、よりパフォーマンスが上がる方法」の 3点を重視して考えた。今回の方法が完

全な正解とは言えず、より効果的な方法を今後も研究し、2回目の挑戦ではさらに記録更新を目

指していく。
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『運動選手の運動直後の補食摂取が身体組成等に与える影響について』

○小山 ゆう 1

1静岡英和短大食物栄養学科

【目的】運動直後の栄養補給が、筋グリコーゲンの回復速度に大きく影響することが分かってい

る。一方で、自宅外通学者に対し、食事全体を統制することにより、身体組成等に影響を与える

ことも分かってきているが、運動直後の補食のみの影響については明らかとなっていない。そこ

で今回は、選手のコンディショニング管理等に結び付けることを目的とし、自宅外通学者を対象

に、運動直後に補食摂取することによる影響を検討した。

【方法】大学サッカー部所属選手 27 名を対象とし、補食群と非補食群に分け、補食群には部活

動直後に補食を 5週間提供した。介入前後に身体組成計測と持久力テストを行い、各群の前後比

較を行った。

【結果・考察】補食提供前後の比較した結果、両群とも平均的に身体組成の向上がみられたが、

群間における差はなかったことから、この期間のトレーニング効果であると考えられた。また、

補食群において、日常の食生活の変化が起こってしまったこと影響したことが考えられた。これ

らのことから、対象者に合わせた充分な説明・方法を再検討し、補食以外の食生活全体の調査等

をすることなどが今後の課題となると考えられる。

『野菜充足度調査と野菜をたっぷり食べるイベントの開催』

○勝又久美 1、杉山和美 2、勝又真子 3、渡辺かおり 4、勝又亜希 5、他

フジ産業株式会社 静岡支店 （協賛 カゴメ株式会社）

【背景・目的】野菜の摂取目標値は 350ｇと言われているが、平成 30 年の平均摂取量は男性 290g、

女性 270ｇであり、野菜摂取不足が懸念されている。野菜をしっかり摂取する事はあらゆる疾病

予防に必要不可欠である。健康維持のためにも社員食堂をご利用いただく方々に野菜をたっぷり

摂っていただきたいと思いイベントを開催した。

【方法】カゴメ（株）が開発したベジチェックは手のひらをセンサーにかざす事で野菜充足度が

測定できる。社員食堂をご利用いただく任意の方対象に、このベジチェックにて野菜充足度を測

定し、2週間、野菜をたっぷり使ったイベントメニューを提供。2週間後に再度測定を行い、野

菜充足度が上がっているか調査を行った。

【結果】レベル 1～12 のうち、8が 350ｇ摂取のめやす値とされる中、1回目の平均値は 5.17 で

あった。2週間後の平均値は 5.41 で平均 0.24 上昇した結果となった。（対象者：457 名）

【考察または結語】「2週間後の測定のために野菜をたっぷり食べた。」という声が多かったよう

に、数値化することが野菜摂取への意欲につながったと考えられる。2週間後と言うのは数値が

反映され始める時期であり、本来 3～4週間後の再測定が理想であった。野菜摂取量を上げ健康

維持へつなげるために、今後も定期的に開催したいイベントである。
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『高齢者の低栄養予防に向けた食支援の取組』

○仲田早織 1,2、健康増進課一同 2、辻井博美 3

1静岡県栄養士会公衆衛生事業部、2静岡県西部健康福祉センター健康増進課、

3静岡県西部健康福祉センター掛川支所

【背景・目的】病院や高齢者施設での嚥下調整食は、各施設で様々な食事が提供されており、転

院・転所の際の食形態の情報が共有されにくい。また、在宅高齢者については、適切な食事がと

られていないといった課題があった。そこで、医療・介護・地域（在宅）の関係機関が連携し、

途切れない食支援を推進する体制構築を図ることを目指し、各地区の課題に対応するための地区

ワーキングを開催した。【方法】西部健康福祉センター管内を３地区に分け、県栄養士会や県給

食協会と連携しながら、病院、福祉施設、地域包括支援センター及び市町の多職種をメンバーと

した地区ワーキングを開催した。【結果】栄養士・保健師・看護師・介護支援専門員等 79

人がワーキングメンバーとして参加し（R1：延べ 219 人、R2：41 人）、途切れない食支援

の推進のための３種類の食支援ツールを完成させた。【結語】作成した食支援ツールの活用を通

して、地域の高齢者の食支援が充実すると考えられる。今後、ワーキングメンバー以外へ食支援

ツールを周知し、活用を促すとともに、地区ワーキングによって築いた多職種連携を生かして、

地域の高齢者への食支援を一層推進していきたい。
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